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去
る
五
月
十
六
日
（
月
）
午
後
七
時
よ
り 

 

是
永
市
長
、
姫
野
大
分
県
北
部
振
興
局
・
地
域

振
興
部
長
、
岡
本
宇
佐
市
教
育
長
の
来
賓
各
位

ご
出
席
の
も
と
、
二
十
三
年
度
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報

告
が
承
認
さ
れ
た
の
ち
、
平
成
二
十
三
年
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
含
む
今
後
の
協
議
会

の
取
組
諸
計
画
や
次
期
（
任
期
は
今
後
二
年

間
）
の
役
員
体
制
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ

も
執
行
部
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
一
月
に
か
け
て
実

施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
、

津
房
地
区
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
住

民
各
位
の
熱
い
思
い
に
つ
い
て
洗
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
、

協
議
会
内
に
設
置
し
た
計
画
策
定
委
員
会
と

三
つ
の
専
門
部
会
と
が
協
力
し
、
課
題
解
決

や
地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
今
後
十
年
間
の

事
業
計
画
づ
く
り
を
進
め
、
津
房
地
区
ま
ち

づ
く
り
計
画
書
を
冊
子
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。 

 
 
 
 

 

今
般
の
平
成
二
十
三
年
度
総
会
に
お
い
て

こ
の
計
画
書
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
保

存
版
と
し
て
近
日
中
に
地
区
内
全
戸
へ
配
布 

 

津
房
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
三
年
度
『
総
会
』
を
開
催 

策
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
を 

 
 

 
 
 
 
 
 

全
戸
配
布
し
ま
す 

平
成
二
十
三
年
度
の
取
り
組
み
事
業 

ま
ち
づ
く
り
計
画
書
に
網
羅
さ
れ
た
活
動

内
容
（
取
り
組
み
）
の
中
で
、
実
施
開
始
時
期

を
「
短
期
」（
概
ね
三
年
以
内
の
実
践
）
と
し

た
全
63
項
目
の
う
ち
の
38
項
目
に
つ
い
て
最

優
先
事
項
と
判
定
し
、平
成
二
十
三
年
度
計
画

に
組
み
入
れ
ま
し
た
。 

三
部
会
お
よ
び
計
画
策
定
委
員
会
に
お
け

る
優
先
度
判
定
協
議
に
際
し
、
視
点
は
一
貫
し

て
次
の
①
～
⑤
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

① 

高
齢
者
へ
の
福
祉
、
活
躍
の
場
づ
く
り 

② 

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策 

③ 

住
民
の
あ
ん
し
ん
生
活
の
向
上 

④ 

地
域
文
化
の
継
承
と
発
展 

⑤ 

地
域
の
振
興
と
活
性
化 

こ
れ
ら
今
期
取
り
組
み
38
項
目
の
具
体
的

な
内
容
は
添
付
の
別
紙
一
覧
表
に
示
し
て
い

る
と
お
り
で
す
。 

し
ま
す
。 

計
画
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
い
ず
れ
の
事
業

も
、
そ
の
実
践
お
よ
び
実
現
に
は
住
民
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

み
な
さ
ん
、
計
画
書
を
ご
一
読
頂
き
、
趣

旨
ご
理
解
願
っ
た
う
え
で
各
事
業
の
実
践
活

動
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
、
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る 

 

『
心
か
よ
い 

人
が
輝
く 

ふ
る
さ
と 

 
 
 

 

つ
ぶ
さ
』
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。 

６４名の出席により平成２３年度総会を開催 

 

 

来賓の市長が挨拶 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

                        

                       

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

長 

菅
原
維
範
（
尾
立
） 

副
会
長  

永
田
知
德
（
楢
本
） 

佐
藤 

功
（
津
房
小
） 

渡
邊
禎
二
（
川
崎
） 

安
部
國
弘
（
尾
立
） 

監 

事 

田
口
憲
司
（
尾
立
） 

藤
田
弘
子
（
塔
尾
） 

事
務
局 

岡
喜
久
夫 

(

楢
本
） 

岡
部
義
博
（
東
椎
屋
） 

【
自
治
委
員
代
表
役
員
】 

 
 
 
 

惠
良
孝
德
（
北
部
） 

佐
藤 

猛
（
中
部
） 

 

山
﨑
末
昭
（
西
部
） 

吉
野
光
義
（
南
部
） 

【
ふ
る
さ
と
振
興
部
会
】 

 
 
 
 

部
会
長 

 
 
 

小
野
正
雄
（
南
畑
） 

 
 
 
 

副
部
会
長 

 
 

惠
良
孝
德
（
東
恵
良
） 

部
会
事
務
局 

 

福
田
利
文
（
楢
本
） 

【
ふ
れ
あ
い
教
育
部
会
】 

 
 
 
 

部
会
長 

 
 
 

安
部
静
雄
（
塔
尾
） 

 
 
 
 

副
部
会
長 

 
 

後
藤
紀
美
子(

板
場) 

 
 
 
 

部
会
事
務
局 

 

金
森
光
明
（
松
本
） 

【
あ
ん
し
ん
生
活
部
会
】 

 
 
 
 

部
会
長 

 
 
 

小
野
幸
市
（
南
畑
） 

 
 
 
 

副
部
会
長 

 
 

山
﨑
末
昭
（
板
場
） 

 
 
 
 

部
会
事
務
局 

 

岩
男
博
之
（
楢
本
） 

   

津
房
地
区
の
皆
様
へ 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
務
局
は
地
区
公
民
館

と
共
用
場
所
に
て
、
月
・
火
・
木
の
週
三
日
開

い
て
い
ま
す
。 

 

ご
意
見
、
質
問
等
は
こ
れ
ら
の
曜
日
を
利
用
し

て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業 

協
働
協
定
の
締
結
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

組
織
の
認
定
に
つ
い
て 

当
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
「
宇
佐
市
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
宇
佐
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
に
よ
っ
て
設
立
し
、

市
と
協
議
会
は
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
互
い

に
理
解
・
尊
重
し
、
対
等
な
協
力
関
係
の
も
と

に
協
働
を
進
め
ま
す
。 

こ
の
協
働
を
進
め
る
う
え
で
の
目
標
、
協
働 

の
原
則
、
役
割
分
担
な
ど
の
基
本
的
事
項
に 

つ
い
て
の
両
者
間
の
認
識
を
確
認
し
合
う
趣 

旨
と
内
容
で
、
五
月
十
三
日
、
市
役
所
に
お 

い
て
衛
藤
市
議
会
議
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、 

是
永
市
長
と
菅
原
会
長
の
間
で
協
定
を
取
り 

交
わ
し
ま
し
た
。 

当
協
定
の
有
効
期
間
は
平
成
二
十
六
年
三

月
末
ま
で
の
三
年
間
で
、
今
後
の
当
協
議
会
の

活
動
規
範
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
同
日
付
で
宇
佐
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
運
営
交
付
金
の
対
象
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て
当
協
議
会
が
認
定
さ
れ
、

同
時
進
行
中
の
院
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
と
も
に
認
定
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

協
定
書
、
認
定
書
と
も
に
地
区
公
民
館
の
事

務
所
に
展
示
保
管
し
て
い
ま
す
。 

  
 

平成 23 年度役員一覧（平成２３年度総会にて選出） 

地域コミュニティ協議会認定書授与式 

滝
開
き
安
全
祈
願
祭
を
共
催
し
ま
す 

平
成
二
十
三
年
度
事
業
の
38
項
目
中
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
恒
例
の
東
椎
屋
の
滝
開
き
安
全
祈
願

祭
に
当
協
議
会
も
共
催
の
形
で
参
画
し
ま
す
。 

滝
駐
車
場
か
ら
滝
つ
ぼ
ま
で
の
遊
歩
道
の
事

前
清
掃
、
護
摩
焚
き
神
事
の
準
備
、
当
日
の
甘
酒

振
る
舞
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
加
え
、

参
加
者
へ
配
布
す
る
紅
白
餅
の
提
供
も
行
い
ま

す
。 

今
年
は
、
津
房
小
学
校
児
童
に
よ
る
吟
詠

も
あ
り
ま
す
。 

左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
：
6
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
～
12
時 

場
所
：
東
椎
屋
の
滝 

 


